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「資源循環による低炭素化」
持続可能な社会の実現に向けて

代表取締役社長 西本 利一
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【資源循環と電気炉メーカーの役割】
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【高度成長で鉄鋼蓄積量増大】

50年間で
約8倍に!

東京オリンピック前回大会

世界有数の都市鉱山
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世界各国の電炉生産比率(2015年実績)

主要先進国において日本の電炉生産比率の
低さが際立っている。
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2倍に!
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【基本的な考え方：抜粋】
・①建設資源循環への寄与

「環境への負荷の低減に資する資材・・・の使用を推進し、
建設資源循環の構築を図る。」

【提出書類の様式】
・環境物品等（特別品目）使用予定（実績）チェックリスト

「その他環境負荷の低減に寄与するもの」
＊「電炉鋼材などのリサイクル鋼材（棒鋼・形鋼・鋼板）」

・⑤温室効果ガスの削減
「・・・再生可能エネルギ－を利活用・・・する資材・・・の使用を推進し、
温室効果ガスの削減を図る。」

→東京都保有資産（建設物）からのスクラップを再利用し、資源循環へ。

→電気炉設備は鋼材製造時のCO2発生量が低い。
再生可能エネルギ－の利用により、更なるCO2発生の抑制が可能に。

→環境意識の更なる向上と取り組みへ。

平成29年東京都環境物品調達方針（公共工事）
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『平成29年度東京都環境物品等調達方針』より

※拡大
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2020年東京オリパラを契機とした
持続可能社会の実現に向けて

資源循環低炭素化

東京から世界へ
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2010年7月21日

ご清聴ありがとうございました。
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